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アカクローパ近縁野生種導入系統の特性

一特にジグザグクローバについて

内山和宏・山口秀和・津井 晃・我有 満

(北農試)

アカクローパ， シロクローパが属する Trifolium属は， Z oharyとHeller
10
)の分類によると， 8節

237種が存在し，生育習性に関しては一年生のものから多年生のもの，草型に関しては直立型から旬旬型

のものがあり，地下茎やストロンを形成するものも存在する口このように Trifolium.属は多くの種を有し，

変異が非常に大きい。

2)， 3)， 4)， 5) 
最近培養技術を応用し，アカクローパ近縁野生種の育種への利用が試みられている ' ロまた

1)， 8)，ヲ)ー
野生種そのものの育種による改良も試みられている 。 そ」で近縁野生種のもつ有用形質を発見

し評価するため，アカクローパの近縁種を中心に多年生の種を供試し，三年間園場で特性を調査したので，

その結果を報告する。

なお，本試験に供試したTγifolium属野生種の種子は主にアメリカ合衆国農務省ベノレツピJレ農業研究セ

ンターのDr.G. A. Whi te氏を通じて導入されたものである。記して感謝します。

材料と方法

表 1に示したTrifolium属の 12種・ 2種間雑種の26品種・系統を供試した。系統番号 1--20はアカク

表1. Trifolium属野生種供試系統・品種

穏の系統 種名

番号番号

穏名 英名または和名

略号

系統名また 系統 原産国

は品種名 略号

反復数

_92_______1・ー _J_._p.て空~~'!-!:.~__ーー・ー・・・・ー・ J'_r_a_・ー・ _E_eA__c_t2 'y_e_L_一・----ーーー__ __s_~'p 'p_Q!.9__ _ __ __ _ __ーーー_J!l且臼.ーーーーーー・・・・ー__-1_
② 2 T. medi回 m.d. Zigzag clover P. 1. 241117 MED1 Ne曹 Zealand 4 

T.medium m.d. Zigzag clover P. 1. 295352 MED2 U S A 4 
T.medium m.d. Zigzag clover P. 1. 325481 MED3 U S S R 4 
T.medium med. Zigzag clover P. 1. 325498 MED4 U S S R 4 

T. mediu;明 med. Zigzag clover P. 1. 325499 MED5 U S S R 4 
T.medium m.d. Zigzag clover P. 1. 418846 MED6 ltaly 4 

T.medium med. Zigzag clover P.1.418882 MED7 ltaly 4 
9 T.medium mtd. Zigzag clover P. 1. 418930 MED8・ ltaly 4 

__ーーーー・__1Q____ J..._'!!~~~'!:'!!_・・・ーー・・・・・____71!.._~.__ __1_i_s z; _a_~ _s_l_QY乏し___________G.τ~_o__ー・・・_____l!l旦l2.L__Ç .!l_n_~Q_a__・・ーーー・ーーー，ー・1_
@ 11 T. ruhtnS' ruh. P.l.314123 RUBl U S S R .4 

12 T. ruhtnS' ruh. P. 1. 315094 RUB2 U S S R 4 

_ _ _1 ~__ __!_._!.，=~ ~1_!-: _ __ ーー ____T_u_h_..・ー .I: ~J-，_~~_5_~Q _7___E_U_li~___ !L_~__~_K___________4 
④ 14 T. atpeS'tre atp. Purple globe clover P. 1. 314116 ALPl U S S R 4 
15 T.αtpestre atp. Pur]ile globe clover P. 1. 325479 ALP2 U S S R .4 

_________12__】_!..'_I!包目立e 国・・・・・・ーーー1な・ー・_!，_u_uJ_Il. _ιtQP_e__ I' J_Q.Y !l.λ____~~L_H_5JJ工ー_h_L_I:~__ー旦_~_ß__K__ー-ー・ー胸__-1_
⑤ 17 T. !.etdre ic!.ianu郡 μt. P.1.419289 Greece 4 

⑥ 18 T. c即日cenS' oan. P.1.418866 ltaly 4 
⑦ 19 T. cαudat肌 cau. P. 1. 251858 1 t a 1 y 4 

.盛.・ーーー -~Q-___!_._芝生虫色>01竺ーー ________.P..a!".:・ー__!I_U_I! B_a_till_n__~_l_Q. Y.!l_L_ーー・.λ~L_U_4_UJ_____ー _____y__~_豆_K__ー・ー・ー・ ___1_
⑨ 21 '1・.tupinaS'ter tup. :h 'J 'n~ P.1.291795 USA  3 

⑪ 22 T.montanum mon. Mountain clover P. 1. 314120 U S S R 4 
⑪ 23 T 師 higu，um amh. Kura clover Sum四1t Australia 3 

F 盛______~ L___!~._f_r_o;'9_y_ ~て空ーー司_______}_.了:'__ __li_t_!: ll_W_Q. e .LU_ _C_l9 Y_;色L_・ー___LL_U_5J.L6___ーー・_____Er_a_I!l<_e_____ー--_・ー・ー-1_
⑬ 25 T. S'aro$i何 $. S'ar. G. P. 9 U S A 2 

x T.αtpeS'tre x alp. 
⑪ 26 T. m.di四 med. G. P. 10 U S A 3 

x.T. S'αroS't en$e X sar. 
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表2. 調査形質，調査日および調査基準

調査形質 調査基準

1981.10.13 1 =不良一-9=良

1988.5.21 (%) 
1988. 5.21 1 =不良一一 13=良
1988. 3小花が開花した日

6月1日からの回数
1 =立ち一也=飼旬
(%) 

1 =不鮮明-9=鮮明
(c日〉

(cm) 

1 =立ち-9=旬旬
1 =細ーー 9=太

1988. 9. 2 1 =少→-9=多

1988. 9. 2 1 =不良一一 9=良

1988. 9. 2 1 =丸一-9=長
1988.9.7 (個)
1988. 9. 7 (g) 

1988.10.21 1 =不良-9=良

調査日

定着時の草勢

ローパと同じ節に分類されている種であり， 21--24はアカ

クローパと異なる節に分類されているものであり， 25 6) 

と267)はアカクローパと同じ節に分類されている種同士

の種間雑種である。

1988. 1.12 
1988. 8.15 

1988. 8.15 
1988. 8.24 

1988. 8.24 

1988. 8.24 
1988. 9. 2 

生存株率

春の草勢

開花期

草型

葉斑の有無

薬斑の鮮明度

株の広がり

1番草草丈

草型

茎の太さ

頭花数
1番草草勢

1量形
種子数/6頭花
採極量/個体
秋の草勢

1987年6月17日にペーパーポットに播種し，温室で

育苗後， 8月11日に圃場に移植した。区割りは乱塊法 4反

復で，一区10個体，畦間75cm，株間75仰の個体植えとし

た。一部，種子の不足のため 2または 3反復のものもあっ

た。施肥は，一年目，移植時に6-11-11(N-P205-

K20)の化成肥料を309/吋熔成燐肥を369/叫炭カ

Jレを2009/m2施用した口 さらに前記の化成肥料を二年目

は，早春に 259/ηt~ 1番草刈払い後に 199/ m2，三年目
1989. 5.11 1 =不良-9=良

1989. 3小花が開花した日
6月1日からの日数

(CII) 

1 =不良-9=良
1989. 8.11 1 =立ち一一 9=餌勾

1989. 8.11 (%) 

政芽の良否

開花期

1989. 8. 2 

1989. 8.11 

1番草草丈

1番草草勢

草型

生存株率

は，早春に 259/ηt~ 1番草刈払い後に 189/m2 施用し

たD メiJ払いは，二年目 (1988年)は 9月16日，三年目(

1989年)は8月21日に，それぞれ1回ずつ行ったo

特性調査を三年間行ったD 形質の調査日および 表3. 各草種の草勢に関する形質

年次 1 :2 :2 :2 :3 :3 

一言元ーー|主主込ーギ!!fj.o高!1弱み雨量五， ;1伝説計百説会ー
調査方法を表2に示したD
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10.5-10.9 
10.日-10.4
9.5-9.9 
9.0-9.4 
8.5-8.9 
8.0-8.' 
1.5-7.9 
7.0-Ul① 
6.5-6.9 
6.0-6.4 
5.5-5.9 
5.0-5.4 
4.5-4.91⑤ 
1.0-'-11⑫ 
3.5-3.91②③@⑪ 
3.0-3.11⑧⑪⑥⑬ 
2.5-2.91① 
2.0-2.41⑪⑨ 
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4と図 1から 6に示調査した種の特性を表3，

したo

表 3，4に草勢関する形質をまとめて示した。

prα. (アカクローノイ，種名の略号については表 1

を参照)と比較すると，その他の草種は，草勢に

おいてかなり劣っていたo しかし，三年目の一番

草の草勢では，frα.， med.はほぼ同等の草勢を示
注}表中の番号は、表 1の糧の番号を'/j照.
一つの植で複数の系統があるものは全系統の平均値.した。

表4. ジグザグクローパの草勢に関する形質

年次 11 ":2 :2 :2 ;3 :3 
}司・・ーー司--ー---・~------ーー・ト・---------ト-ーーーーーーーーー j--- ー・ーー

調査項目 |定着時草艶 !春の撃勢:1番草草鈴!1誌の草勢 j朗芽の良否:1醤草草勢

図 1に開花期を示した。開花期は両年とも幅広

い変異がみられた口一部の種・系統を除いて 2年

⑤ 

⑤ 

⑪②@  

③⑨ 

①⑧ 
!⑥⑪ 
i⑤ 

l②⑥⑨⑦ 
l⑤③ 

目と比較して 3年目の開花期が早まる傾向がみら

れた。特に，moπ.は約33日も早くなったo その他

⑪ 

⑤⑤ 

②③ 

①⑨③ 

⑥ 

amb.， MED 5・6(系統名の略号につ

いては表 1を参照)，αlp.の3系統，med. X sαγ.， 

amh.も9から 13日程度早くなった。逆に pan.は，

円
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_Ii__j邑-1 : : 
6.0-6.41 .: : 
5.5-5.91 : : 
5.0-'5.41 : :⑪ 

1.5-4.91 !⑪⑤ 1⑤ 
4.0-u I<D⑧⑪ i③②@⑤ i③⑥② 
3.5-3.91⑤②③⑥①⑨:⑨③:<D 
3.0-3041 :①!⑧⑨①  
2.5-2.91 : : 
2.0-2.11 ! 1 
1.5-1.9 1 : : 
1.0司1.41 : : 

注)!<中の番号は、表 1の系統番号を1$照.

sαγ.Xαlp.， 

約11日遅くなった。
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50 図2に草型と草丈を示した。草型に関しては，直立
20 
0 

型の種から旬旬型の種まで幅広い変異が見られた。

40 
αmb.と2つの種間雑種は地下茎を形成し，αlp.， mιd.， 

frα.はストロンを形成したo草丈に関しては，草勢に

o
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3年目ではかな優れるpra.が最も高かった。しかし，

BUB1などはprα.とりpγα.と他の種との差が縮まり，

同等であった。また med.においては2年目の株の広が
22 
A 10 りと草丈の聞に高い相関がみられ，株の広がりが大き

23 
企い系統は草丈が高かった。

50 40 10 図3に茎の太さと頭花数を示した。茎の太さは，prα. 

他の種はあまり大が著しく太く .rub.が続いて太く，

きな差はなかった。頭花数に関しても pγα.が著しく多

図1.その他の種はあまり大きな差はなかったoく，

。170 図4に葉斑を有する個体の割合と葉形を示した。葉

形に関しては種によって幅広い変異がみられた。葉斑

。m11 
a 

60 

を有する個体の割合に関しても幅広い変異がみられた。
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する系統まで系統による変異が大きかった口

図5に2年目春と 3年目秋の生存株率を示した。 2

24 
4 

ロ25

20 年目春まで死亡する個体があるがその後はあまり死亡

がみられない系統・種と，その後もかなり死亡する系

統・種がみられた。生存株率が高かったのは，
10 

αlp.， 
0 
1 2345678  9 
(立}ゴ 草型 lI>(簡卸}

t主)草1I2はB困の調査の平均値
草丈1;1.2年目と3年自の平均値

草型と草丈

rub.などであった。a:md.， med.(MED2を除く)， 

図6にmedの5頭花あたりの種子数と 1個体あたり

9 
多

[ 
翌5
数

l 
少

1 234  567  8 9 

図2.
の採種量を示したo 5頭花あたりの種子数は，prα.の

211. 3個に対して，med.は26.6から 56.8個と著しく

少なかった口 5頭花あたりの種子数と 1個体あたりの

採種量の聞には有意な正の相関(r=  o. 896柿)があ

ったo

種ごとの特性(2) 

η
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9系統を比較した結果，種内でかなりの変med.は，

13 
4‘ 異がみられた。ソ連の 3系統 (MED3;MED4， M 

ED5)は，株の広がりが大きく，草丈が高く，草型が

med.の中ではやや直立型で，採種性が優れていた。イ

図3.
タリアの 3系統 (MED6，MED7， MED8)は，株

-137 -
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の広がりがやや小さく，草丈が低く，筒旬型に近く， 100 

採種性がやや劣る傾向がみられた。また，草勢もやや劣

る傾向がみられた。葉斑に関しては，すべての個体が葉

斑を有し，しかも鮮明であった。カナダで選抜された系

統"C -20" 1) (ME D 9 )は，草勢が優れ，草型が

med.の中ではやや直立型で，頭花数がやや多く，採取性

も優れ，選抜の効果がみられた。

alp.もmed.と同様に地下茎によって繁殖するが，med. 

と比較すると株の広がりはかなり小さかった。三年目の

生存株率は供試した草種の中で最も高く，永続性が優れ

ていた。形態的には，草型は直立型で，濃赤色の丸形の

頭花をつけるものが多く，葉形は極長形であった。

rub.はalp.と近縁であるが地下茎によって繁殖する形

質はもっていなかった。との種も永続性にやや優れてい

た白形態的には，草型は，直立型で，濃赤色の細長い頭

花をつけ，葉形は極長形であった。

んet.は，薄いピンク色の花色で筒旬型の草型であり，

印刷 印刷 pan.は，互いに近縁に分類され形態的にも

似ており，白または薄いクリーム色の花色で，草型はや

や直立型から中間型(開張型)であった。これらの 4草

種は，永続性が劣った。

ωp.， mo九.， amb.はシロクローパと同じ節に分類され

ているが，これら 3種は形態的にかなり異なっていた。
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図5. 2年目春と 3年目夏の生存株率
L叩は，草勢が著しく劣っていた。形態的には，草型は

直立型で，小葉を3枚以上有していたo mo九・も草勢が著

しく劣っていた口形態的には，地面近くに葉を形成し，

そこから花茎を伸長した。 a:mb.は，一番草の草勢がやや

優れ，開花始めがアカクローパ"サッポロ"より二年目

で約7日，三年目で約20日早い極早生であった。との種

も地下茎で繁殖し，永続性がやや優れていた。

frα.は，シロクローパとは異なる節に分類されている

が， シロクロ'ーパと同様にストロンで繁殖し，草型は筒

旬型をしていたo

2つの種間雑種は，目立った特徴はみられなかった。
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考察

アカクローパは，実際草地で栽培されると播種後 3年目ぐらいで消失し，その永続性が問題となってい

る。永続性という点において，今回評価された野生種の中では，個体植え条件下において，atp.， med.， 

rub.， αmb.，などが優れていた。反面，これらの野生種は，初期生育を初めとする草勢に関して，アカク

ローパ(品種"サッポロ")に比べてかなり劣り，実際栽培・利用するためには，草勢に関しでかなりの

改良が必要と考えられる。

med. (ジグザグクローパ)はpγα.にない地下茎で繁殖する形質をもっており，永続性が優れ， 3年目の

一番草の草勢で他の草種に比べてやや優れる系統もみられ，最も有望な草種であった。この場合，草型は，

立型に近い系統が草勢，採種性に関して優れる傾向がみられた。選抜が加えられた系統..C-20"は草勢，

草型，採種性などに選抜の効果がみられ，選抜の有効性が示唆された0'しかし，med.を実際に栽培利用す

るためには，初期生育，再生性などの草勢に関する形質や，採種性などをさらにかなり改良する必要があ

ると考えられる。

また，アカクローパとの種間雑種育成という点については， med.， atp.， amb.，は地下茎を形成し，ア

カクローパの永続性を改良する育種材料としても有望であり，med.， atp.に関しては実際に試みられ，種
2)， 3)， 5) 

間雑種が育成されている
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